
「
花
燃
え
ん
と
欲
す
」

の
系
譜

は
じ
め
に

『
庸
詩
選
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
て
、
人
口
に
檎
笑
し
て
い
る
社

南
の
「
絶
句
二
首
」
〈
其
二
〉
(
司
社
詩
詳
技
』
巻
二
一
一
。
以
下
、
司
詳

(l) 

注
b

)

は
、
次
の
よ
う
に
誌
じ
ら
れ
る
。い
よ
い
よ

江
碧
鳥
遜
臼
江
裂
に
し
て
島
周
遊
臼
く

山
青
花
欲
燃
出
背
く
し
て
花
機
え
ん
と
欲
す

み
す
み
す

今
春
一
番
又
過
今
春
香
又
過
ぐ

何
日
間
定
帰
年
何
れ
の
日
か
是
れ
帰
年
な
ら
ん

明
詳
詮
b

に
引
く
黄
鶴
の
注
に
よ
れ
ば
、
時
に
広
徳
二
年
(
七
六

四
)
、
社
甫
に
と
っ
て
は
器
地
に
入
っ
て
か
ら
迎
え
る
五
度
自
の
春

で
あ
っ
た
。
一
時
綿
一
は
、
明
詳
法
旬
、
が
明
・
照
旬
『
杜
釈
会
通
』
を
引

い
て
、
「
身
夜
他
郷
、
帰
去
無
期
、
所
触
皆
成
愁
忠
実
J

(
身
は
他

郷
に
在
り
て
、
帰
去
す
る
に
期
無
し
、
触
る
る
所
皆
な
愁
患
を
成

)
と
一
寄
っ
て
い
る
よ
う
に
、
望
郷
の
念
を
一
詠
出
す
る
こ
と
に
娘

後

藤

正

秋

自
が
あ
る
。

こ
の
詩
の
特
徴
は
ま
ず
、
絶
句
で
あ
り
な
が
ら
、
起
句
と
承
句
が

対
句
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
春
景
が
対
句
に

よ
っ
て
描
写
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
愁
思
」
、
が
擦
立
つ
の
で
あ
る
。

ま
た
、
色
彩
の
対
比
、
が
鮮
明
で
あ
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば

(2} 

朱
宝
禁
問
詩
式
』
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

国
間
江
碧
南
覚
鳥
之
愈
白
、
関
山
車
問
荷
顕
花
之
色
紅
、
此
十
字

中
有
多
少
臨
調
次
、
可
悟
錬
匂
之
法
。
市
老
社
間
江
山
花
鳥
、
惑

物
思
婦
、
一
掻
神
理
、
己
躍
一
然
於
紙
上
。

一
立
碧
な
る
に
限
り
て
鳥
の
途
白
き
を
覚
え
、
山
青
き
に
悶
り

あ
き
ち

て
花
の
色
の
紅
な
る
を
顕
か
に
す
、
此
の
十
字
の
中
に
多
少
の

麗
次
有
り
、
錬
匂
の
法
を
摺
る
可
し
。
話
し
て
老
杜
は
、
江
山
花

鳥
に
留
り
、
物
に
感
じ
一
帰
る
を
思
う
、
一
一
種
の
神
理
、
己
に
紙

上
に
躍
然
た
ち
。

こ
の
詩
に
解
説
を
加
え
る
審
物
は
多
い
が
、
ま
ず
太
田
青
丘
『
窟

(69) 



(3) 

詩
人
門
h

の
指
摘
を
引
こ
う
。

一
一
一
勾
は
景
、
一
一
一
回
句
は
情
。
景
よ
り
触
発
さ
れ
て
情
に
及

ぶ
の
で
あ
る
。
折
し
も
陽
春
の
候
、
江
水
は
紺
碧
に
澄
み
、
こ

れ
を
横
切
っ
て
飛
ぶ
鳥
は
、
江
水
に
続
発
し
て
愈
々
自
く
際
立

ち
、
新
緑
の
山
は
背
く
そ
ば
だ
ち
、
点
々
と
し
て
こ
れ
を
彩
る

花
は
燃
え
る
ば
か
り
紅
あ
ざ
や
か
に
見
渡
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は

碧
、
白
、
育
、
紅
と
い
う
色
彩
感
の
鮮
や
か
さ
が
あ
る
ば
か
り

で
は
な
い
。
逸
、
白
し
と
ニ
一
一
口
い
、
燃
(
獄
中
え
ん
と
す
と
き
悶
う

語
の
、
じ
か
に
生
命
に
触
れ
て
く
る
切
迫
感
を
見
逃
し
て
は
な

ら
な
い
。
普
段
な
ら
ば
心
を
楽
し
ま
せ
る
こ
の
春
景
も
、
今
は

い
た
ず
ら
に
心
を
痛
ま
し
め
る
種
だ
と
い
う
、
こ
の
衝
迫
感
、
が
、

直
ち
に
第
一
一
了
間
勾
の
感
慨
を
喚
起
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

(4) 

ま
た
鈴
木
修
次

3
2
U
は
、
一
一
旬
を
「
川
の
ふ
か
み
ど
り
に
、

鳥
は
い
よ
い
よ
そ
の
臼
さ
を
増
し
、
黒
ず
ん
だ
み
ど
り
の
山
(
を
背

景
に
)
、
花
は
燃
え
よ
う
と
し
て
い
る
J

と
訳
し
、
「
色
彩
の
対
比

が
ま
こ
と
に
鮮
や
か
で
あ
る
。
青
黒
い
山
を
背
景
に
し
た
、
燃
え
る

よ
う
な
花
と
い
う
の
は
、
う
す
ず
み
色
と
ま
っ
か
な
色
と
の
対
比
。

第
一
旬
の
還
と
と
司
自
』
と
の
対
比
に
応
じ
て
い
る
。
」
と
指
摘

し
て
い
る
。
確
か
に
社
甫
以
前
に
は
川
の
碧
と
山
の
青
と
を
対
比
さ

せ
た
詩
は
兇
出
せ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
葛
立
方
『
韻
語
揚
秋
』
巻
問

に
お
い
て
、
五
律
「
雨
間
首
」
〈
葉
一
〉
(
『
詳
控

b

O

)

の
鎮

聯
と
比
較
し
な
が
ら
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
の
も
、
色
彩
の
対
比
に

着
回
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

老
社
雨
詩
去
、
紫
崖
奔
処
黒
、
白
鳥
去
辺
明
、
市
江
馨
鳥
途

白
、
山
青
花
欲
燃
之
句
、
似
之
。

老
杜
の
雨
の
詩
に
云
う
、
紫
山
鹿
は
奔
る
処
に
黒
く
、
白
血
河
は

去
る
辺
に
明
ら
か
な
り
と
市
し
て
江
署
に
し
て
鳥
議
出
く
、

山
青
く
し
て
花
燃
え
ん
と
欲
す
の
句
は
、
之
に
似
る
。

し
か
し
、
鮮
や
か
な
色
彩
の
対
比
ば
か
り
で
は
な
く
、
「
花
欲
燃

(
然
ご
と
い
う
表
現
を
用
い
て
、
過
ぎ
ゆ
く
春
を
惜
し
む
か
の
よ
う

に
真
っ
赤
に
咲
く
花
を
巧
み
に
描
写
し
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
詩
を

印
象
深
い
も
の
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
で
は
、
杜
甫

は
ど
こ
か
ら
こ
の
よ
う
な
発
想
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ

う
し
た
表
現
は
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
‘
主
と
し
て
「
花
欲
撚
」
と
い
う
表
現
に
焦
点
を
当
て
て
、

干
の
考
察
を
試
み
た
い
っ

(70) 

一
麿
代
以
前
の
用
例

は
承
匂
の
典
拠
と
し
て
、
ま
ず
梁
の
元
帝
・
議
緯

四
)
の
「
宮
殿
名
詩
」
(
『
芸
文
類
緊
』
巻
五
六
、
句
全

品
。
逢
欽
立
。
明
先
秦
漢
録
音
南
北
朝
詩
』
に
よ
る
。
以

か
ら
次
の
匂
を
引
く
。

。八
1

梁
詩
』
巻
一

同
じ
。
}



林
開
花
欲
然
林
開
花
然
、
え
ん
と
欲
し

ま
ど

竹
後
援
初
円
竹
径
露
初
め
て
円
か
な
り

こ
の
誌
は
「
合
歓
」
「
葡
萄
」
な
ど
と
い
っ
た
宮
殿
の
名
を
配
し

た
遊
戯
的
な
詩
で
あ
り
、
こ
の
匂
も
実
景
を
描
写
し
た
も
の
で
は
な

か
ろ
う
。
さ
ら
に
明
詳
注
』
は
焼
信
(
五
一
一
ニ
1
五
八
一
)
の
「
泰
和
越
五

億
士
」
(
『
芸
文
類
潔
』
巻
三
六
、

2
1北
周
詩
』
巻
二
)
か
ら
、
次

(
5〉

の
匂
も
引
い
て
い
る
の

さ
え
ず

野
鳥
繁
絃
嚇
野
鳥
繁
絃
の
ご
と
酬
明
り

山
花
焔
火
然
山
花
焔
火
の
ご
と
然
ゆ

こ
れ
は
「
穏
土
」
の
住
む
山
中
の
風
景
を
想
像
し
た
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
も
実
景
を
捉
え
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

で
は
歳
代
以
前
に
は
、
ほ
か
に
類
似
し
た
表
現
は
見
出
せ
な
い
の

で
あ
ろ
う
か
。

宋
の
孝
武
帝
(
在
位
四
五
一
一
一

1
四
六
四
)
の
時
の
人
で
あ
る
湯
恵

休
(
釈
恵
休
)
の
「
白
狩
歌
一
一
一
首
」
〈
英
一
一
〉
(
町
全
宋
詩
』
巻
ム
ハ
)

(8) 

に
は
次
の
旬
、
が
あ
る
。

少
年
窃
我
舞
君
前
少
年
窃
宛
と
し
て
君
前
に
舞
い

容
撃
競
艶
将
欲
然
容
華
離
競
と
し
て
将
に
然
え
ん
と
欲
す

あ
で
や
か
に
舞
う
美
女
の
容
姿
、
が
燃
え
立
つ
よ
う
に
美
し
い
、
と

一
一
一
回
う
の
で
あ
っ
て
、
花
の
描
写
で
は
な
い
。
つ
い
で
菰
雲
(
四
五
一

の

完
全
梁
詩
h

巻
二
)
に
次
の
匂
が
見
え
て

い
る
。
積
恨
顔
将
老
慎
み
を
積
ん
で
顔
は
将
に
老
い
ん
と
し

相
思
心
欲
然
相
い
患
い
て
心
は
然
え
ん
と
欲
す

詩
題
、
が
一
本
す
よ
う
に
夫
と
別
れ
て
い
る
妻
の
悲
し
み
を
詠
ず
る
詩

で
あ
り
、
夫
と
の
別
れ
を
恨
ん
で
容
貌
ほ
衰
え
よ
う
と
し
、
夫
を
思

慕
す
る
あ
ま
り
、
心
は
燃
え
立
つ
よ
う
に
熱
く
な
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
心
、
が
燃
え
そ
う
だ
と
い
う
表
現
は
当
時
と
し
て
は
斬
新
な
表
現

だ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
他
の
詩
人
に
影
響
を
与
え
た
痕
跡
は
ほ
と
ん

ど
見
出
せ
な
い
。

と
こ
ろ
で
司
詳
詑
』
は
引
か
な
い
が
‘
一
明
・
胡
震
亨
『
属
音
発
畿
』

巻
十
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

社
山
車
問
花
欲
燃
、
出
沈
約
山
桜
花
欲
燃
。

杖
の
山
青
く
し
て
花
燃
え
ん
と
欲
す
は
、
沈
約
の
山
桜
花

燃
え
ん
と
欲
す
よ
り
出
づ
。

決
約
(
四
回
一

1
五
一
三
)
の
「
早
発
定
出
」
(
明
文
選
』
巻
二
七
)

に
は
、
次
の
句
、
が
あ
る
。

野
業
開
未
落
野
裳
は
開
い
て
未
だ
落
ち
ず

ひ
ら

山
桜
発
欲
黙
山
桜
は
発
き
て
然
え
ん
と
欲
す

李
善
は
こ
の
匂
に
註
を
付
さ
な
い
が
、
李
周
翰
の
い
ほ
は
、
「
裳
・

桜
皆
果
木
名
、
荷
開
発
禁
花
也
。
花
朱
色
如
火
欲
然
也
。
」
(
業
・
桜

(71) 



は
皆
な
果
木
の
名
に
し
て
、
其
の
花
を
開
き
発
く
な
り
。
花
は
朱
色

に
し
て
火
の
然
え
ん
と
欲
す
る
が
如
き
な
り
。
)
と
説
明
す
る
。
こ

の
詩
は
降
出
向
元
年
(
四
九
回
)
、
沈
約
が
東
陽
太
守
と
し
て
赴
任
す

る
途
中
、
定
山
を
発
っ
た
時
の
作
で
あ
り
、
炎
が
赤
く
燃
え
立
つ
よ

う
な
「
山
桜
」
は
、
定
山
の
ふ
も
と
に
咲
い
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

沈
約
の
匂
は
実
景
を
詠
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
社
南
が
こ
の
詩

を
念
頭
に
震
い
た
と
す
る
胡
震
亨
の
指
摘
は
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。

確
か
に
沈
約
「
早
発
定
山
」
や
一
兆
帝
・
描
脱
線
「
宮
殿
名
詩
」
、
演
信

「
泰
和
越
壬
偲
土
」
な
ど
が
、
花
が
燃
え
立
つ
よ
う
に
咲
い
て
い
る

こ
と
を
詠
ず
る
鳴
矢
と
な
っ
た
作
品
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
沈
約
の
匂

は
、
や
ま
な
し
の
花
と
ゆ
す
ら
う
め
の
花
を
詠
じ
て
、
対
句
に
な
っ

て
は
い
て
も
、
色
彩
豊
か
な
描
写
と
は
一
一
一
一
口
え
な
い
。

補
足
し
て
お
く
な
ら
ば
、
沈
約
「
円
十
発
定
出
」
に
つ
い
て
は
『
古

詩
紀
』
(
回
路
全
警
本
)
巻
百
五
十
に
、
宋
・
瀧
一
沌
英

ZMm叢
』
か

(8) 

ら
次
の
よ
う
な
逸
話
が
引
か
れ
て
い
る
。

梁
奉
朝
議
呉
均
有
才
器
。
:
:
:
均
又
為
詩
臼
、
秋
風
瀧
白
水
、

豚
足
印
熊
沙
。
沈
偲
公
約
諾
之
日
、

mw黄
沙
諸
太
険
。
均
日
、

亦
見
公
詩
云
、
山
桜
発
欲
然
。
約
日
、
我
姑
欲
然
、
榔
巳
印
詑
。

梁
の
奉
朝
請
呉
均
は
才
器
脊
り
。
:
:
:
均
又
詩
を
為
り
て
日

く
、
秋
風
白
水
に
瀧
く
、
雌
足
爽
沙
に
印
す
と
の
沈
路
公

は
な
は

之
に
諮
り
て
日
く
、
黄
沙
に
印
す
の
語
は
太
だ
険
な
り
と
。

約

均
日
く
、
亦
公
の
詩
を
見
る
に
云
う
、
山
桜
発
き
て
熱
え
ん

凪
し
同
?
?
っ

と
欲
す
と
。
約
臼
く
、
我
は
姑
ノ
¥
然
、
え
ん
之
欲
す
と
い
う
に
、

お

卿
は
己
に
印
し
芝
わ
れ
り
と
。

こ
こ
に
引
か
れ
る
呉
均
の
詩
は
散
供
し
て
晃
ら
れ
な
い
。
沈
約
、
が

「
印
黄
沙
」
と
い
う
描
写
は
奇
異
で
あ
る
と
評
し
た
と
こ
ろ
、
呉
均

は
沈
約
の
「
発
欲
然
」
と
い
う
の
も
需
様
、
だ
と
反
論
し
た
。
沈
約
は
、

私
は
花
、
が
燃
え
そ
う
だ
と
比
鳴
的
に
描
写
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

君
は
躍
の
足
跡
が
印
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
一
一
一
括
っ
て
い
る
で
は
怠
い
か

と
芯
じ
た
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
最
後
の
沈
約
の
発
一
一
一
一
口
の
真
意
は

分
か
り
に
く
い
が
、
こ
れ
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
沈
約
の
「
発
欲
然
」

と
い
う
表
現
は
、
彼
の
生
前
に
既
に
控
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
ノ
な
る
。

η

南
北
朝
期
に
は
ほ
か
に
も
花
が
餓
え
る
よ
う
だ
と
い
う
表
現
が
見

ら
れ
る
。
呉
尚
野
「
詠
鄭
女
楼
上
弾
琴
」
完
全
瞭
詩
』
巻
九
)
は
次

(
宮
)

の
よ
う
に
諒
じ
ら
れ
る
。

青
楼
一
誰
家
女

間
関
憾
奔
饗
弦

貌
向
朝
日
麗

装
競
午
花
然

青
楼
誰
が
家
の
女
ぞ

胞
を
開
い
て
碧
弦
を
奔
すひと

貌
は
朝
日
の
箆
し
き
と
問
し
く

装
い
は
午
花
の
然
え
ん
と
す
る
と
競
う

く
花
。
琴
を
弾
く
美
女
の
装
い
が
真
阿
佐
の
燃
え

つ
よ
う
な
花
と
妨
を
競
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
醸
の

一
)
に
四
十
九
歳
で
没
し
た
張
正
琵
の

太
建
年
間



「
~
投
桃
賦
」
(
『
芸
文
類
取
ポ
』
巻
八
六
〉
に
は
、
「
爾
趨
万
株
成
錦
、

な
ん
じ
す
な
わ

林
似
翼
、
苔
腐
波
文
、
花
然
樹
色
。
」
(
爾
遁
ち
万
株
錦
を
成
し
、

JF

』
シ
い

千
林
溜
織
の
似
く
、
苔
は
波
文
を
磁
き
、
花
は
樹
色
を
然
や
す
。
)

と
一
一
一
一
口
う
。
桃
の
花
が
樹
々
を
燃
え
立
た
せ
る
よ
う
だ
と
ニ
一
一
閃
う
の
で
あ

ろ
う
。こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
花
が
燃
え
る
よ
う
に
真
っ
赤
に
咲
い
て

い
る
と
い
う
描
写
は
、
南
朝
・
梁
の
時
期
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
「
燃
え
ん
と
欲
す
」
と
い
う
表
現
は
、
美
女
の
姿

態
や
伴
侶
を
恋
い
慕
う
心
情
に
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、

『
文
選
』
に
収
録
さ
れ
た
こ
と
と
も
楠
俊
っ
て
、
沈
約
「
早
発
定
山
」

に
お
け
る
花
の
描
写
、
が
人
々
の
関
心
を
呼
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

(ω) 
仇川川

唐
代
の
用
例

つ
い
で
騎
代
に
お
け
る
「
花
欲
燃
」
と
、
こ
れ
に
類
似
し
た
描
写

に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

虞
世
南
(
五
五
八
1
六
一
一
一
八
)
の
五
律
「
侍
宴
応
詔
、
紙
鎖
、
得
前

字
」
(
司
金
属
詩
』
の
領
聯
と
一
線
聯
は
次
の
よ
う
に
一
詠
じ
ら

れ
る
a積

、
尚
三
鳥
度

富山

eK4T3七い品へ竹

円ロ
J
J
1
1
7
1
4
y

水空
をを
照横
らぎ
しっ
てて
百一
花鳥
黙度2
ゆり

緑
野
明
斜
臼
緑
野
斜
自
明
ら
か
に

あ
わ

脊
山
搭
娩
焔
膏
山
晩
焔
携
し

禁
苑
の
水
辺
に
咲
く
花
々
が
燃
え
る
よ
う
だ
と
言
う
の
は
、
花
自

体
の
色
彩
だ
け
で
は
な
く
、
夕
陽
に
抑
制
'
ら
さ
れ
て
い
る
た
め
で
も
あ

ろ
う
。
一
旬
に
構
成
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
頚
聯
じ
お
け
る
緑

と
膏
の
対
比
が
控
意
さ
れ
る
。

宋
之
関

ー
七
二
)
の
「
翫
郡
斎
海
楢
」
一
一
旬
、

巻
五
一
)
は
、
一
一
抱
一
ニ
年
(
七

O
九
)
の
秋
、
越
州
長

史
と
し
て
左
遷
さ
れ
た
宋
之
問
が
、
翌
年
の
初
夏
に
詠
じ
た
詩
で
あ

る
。
こ
の
年
の
六
月
に
は
さ
ら
に
欽
州
へ
と
遷
さ
れ
て
い
る
。

9
清
農
縁
堪
繍
清
震
緑
は
傾
ぶ
る
に
堪
え

叩

亭

午

丹

欲

然

丹

は

然

え

ん

と

欲

す

(73) 

い
た
ず
ら

凶
徒
縁
滞
遜
郡
徒
に
縁
り
て
翠
郡
に
滞
り

お
常
是
惜
流
年
常
に
是
れ
流
年
を
矯
し
む

海
摺
は
石
播
に
向
じ
。
ざ
く
ろ
。
緑
と
丹
の
対
比
が
鮮
明
で
あ
り
、

真
展
…
の
陽
光
を
浴
び
た
ざ
く
ず
つ
の
様
赤
色
、
が
燃
え
ん
ば
か
り
で
あ
る

と
い
う
の
だ
が
、
左
遷
さ
れ
て
一
年
、
が
経
と
う
と
し
て
い
る
の
に
長

安
へ
復
帰
す
る
こ
と
誌
か
な
わ
な
い
と
い
う
悲
哀
が
こ
め
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
張
九
齢
(
六
七
一
一
一

1
七
回

O
)
の
「
冬
中
至
玉
泉
山
寺
、
属



務
桧
氷
問
、
山
鹿
各
紙
…
色
、
及
仲
春
行
県
、
復
往
潟
、
故
有
此
作
」

(
金
二
ハ
旬
、
『
全
盛
刷
詩
』
巻
四
七
)
を
克
ょ
う
。

5
万
木
柔
可
結
万
木
柔
ら
か
に
し
て
結
ぶ
可
く

す
べ

6
千
花
敷
欲
然
千
花
敷
て
然
、
え
ん
と
欲
す

7
松
問
鳴
好
鳥
松
問
好
鳥
鳴
き

8
林
下
流
清
泉
林
下
清
泉
流
る

問
問
一
応
二
十
五
年
(
七
三
七
)
、
荊
州
長
史
に
左
遷
さ
れ
た
張
九
齢

が
翌
年
の
春
、
玉
泉
山
の
鐙
の
寺
を
尋
ね
た
時
の
作
で
あ
る
。
第
六

句
に
つ
い
て
、
熊
飛
『
張
九
齢
集
校
注
』
(
中
華
書
局
、
二

O
O八
)

(
H
H
)
 

は
、
「
百
花
斉
放
、
都
知
欲
燃
之
火
。
」
と
一
一
言
う
。
多
く
の
花
々
が
燃

え
そ
う
に
咲
き
詩
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

主
維
(
六
九
九
1
七
六
二
の
七
律
「
朝
川
別
業
」
完
全
唐
詩
h

巻
一
二
八
)
に
は
次
の
句
が
あ
る
。
首
聯
と
領
聯
を
引
こ
う
。

ほ
ど
ん

不
到
東
山
向
一
年
東
山
に
到
ら
ざ
る
こ
と
向
、
ど
一
年

帰
来
線
及
種
春
田
帰
来
線
か
に
春
開
を
種
う
る
に
及
ぶ

…
府
中
革
色
線
堪
染
一
府
中
の
草
色
緑
染
む
る
に
堪
え

水
上
桃
花
紅
欲
然
水
上
の
桃
花
紅
然
え
ん
と
欲
す

『γ
ヱ
右
丞
集
護
控
』
巻
十
が
「
欲
然
」
に
つ
い
て
、
一
冗
帝
・
粛
緯

の
「
宮
殿
名
詩
」
を
引
い
て
い
る
よ
う
に
、
第
四
句
に
こ
れ
が
踏
ま

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
縫
か
で
あ
る
。
ま
た
王
維
の
詩
に
は
こ
の
詩

の
よ
う
に
、
緑
と
紅
を
対
に
す
る
句
、
が
し
ば
し
ば
克
ら
れ
る
。
「
山

居
郎
事
」
完
全
磨
詩
』
巻
一
二
十
ハ
}
に
は
、
「
緑
竹
含
一
新
粉
、
紅
一
蓮

落
故
衣
」
(
線
竹
新
粉
を
含
み
、
紅
蓮
故
衣
を
落
と
す
)
と
一
言
い
、

「
田
家
」
(
明
金
窟
詩
』
巻
一
一
一
七
)
に
は
、
「
タ
雨
紅
檎
訴
、
新
秋
緑

苧
把
」
(
タ
雨
紅
檎
訴
け
、
新
秋
緑
芋
肥
ゆ
)
と
二
一
一
口
う
。
し
か
し
、

{
刊

M
)

杜
甫
の
よ
う
に
饗
と
青
を
対
に
す
る
例
は
な
い
。

社
甫
が
「
絶
句
ニ
首
」
の
ほ
か
に
、
時
一
知
と
青
を
対
に
す
る
例
も
こ

こ
で
見
て
お
こ
う
。

碧
海
真
難
渉
担
伺
海
真
に
渉
り
難
く

車
問
雲
不
可
梯
青
雲
梯
す
可
か
ら
ず

「
泰
鰭
太
鴬
張
綿
一
一
十
韻
」
(
『
詳
註
h

巻一一一)

叢
箪
抵
地
饗
叢
築
地
に
僻
れ
て
磐
に

{
口
同
榔
半
天
車
問
高
柳
天
に
半
ば
し
て
青
し

「
秦
州
雑
詩
二
十
首
」
〈
其
九
〉
(
明
詳
注
』
巻
七
)

六
月
車
両
稲
多
六
月
脊
稲
多
く

千
畦
諮
問
泉
乱
千
畦
磐
泉
乱
る

「
行
令
官
張
何
回
点
、
補
穏
健
水
帰
」
(
明
詳
詑
h

巻
…
九
)

青
松
寒
不
落
脅
松
寒
く
し
て
落
ち
ず

ジ

お

い

よ

い

よ

磐
海
滴
議
議
碧
海
翻
く
し
て
途
澄
む

「
寄
劉
峡
制
的
華
使
君
四
十
韻
」
(
関
門
前
)

社
需
が
碧
と
対
に
し
て
青
を
用
い
た
擦
の
青
い
と
表
現
さ
れ
た

対
象
は
海
、
樹
、
稲
、
松
で
あ
っ
て
、
対
象
が
重
複
す
る
こ
と
は
な

(74) 



い
。
こ
う
し
た
点
に
も
社
南
の
作
詩
上
の
周
到
な
配
慮
、
が
う
か
が
わ

れ
よ
う
。

引
き
続
き
「
然
え
ん
と
欲
す
」
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。

例
制
長
潮

(
?
1
七
八
六
?
)
の
一
全
徳
二
載
(
七
五
七
)
の
作
、
「
雑

一
詠
八
首
、
上
札
部
李
侍
郎
、
晩
桃
」
(
『
令
一
時
制
詩
』
巻
一
四
八
)
に
は

次
の
匂
が
あ
る
。

百
円
仰
木
間
奈
川
吋
月
仰
木
閣

η
哀

i
j
l
j
j
j
J
j
j
(
j
 

桃
花
方
欲
然
桃
花
方
に
然
、
え
ん
と
欲
す

こ
の
詩
で
は
、
燃
え
そ
う
な
花
は
桃
花
で
あ
る
こ
と
、
季
節
は
四

月
で
あ
る
こ
と
、
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

李
白
(
七

O
一
1
七
六
二
)
の
詩
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
「
寄

意
南
陵
…
誠
、
余
江
上
乗
鎚
ハ
訪
之
、
過
尋
顔
尚
書
笑
有
此
鰭
」
(
『
金
属

詩
h

巻
一
七
一
一
)
を
克
ょ
う
。

月
色
酔
逮
客
月
色
遠
客
を
酔
わ
し
め

山
花
開
欲
然
山
花
開
き
て
然
え
ん
と
欲
す

李
白
は
こ
の
詩
で
は
「
山
花
」
と
ニ
一
一
向
う
が
、
「
安
州
応
城
玉
女
湯

作
」
完
全
時
間
詩
』
巻
一
八
こ
で
は
、

気
浮
欝
芳
満
気
浮
か
ん
で
爾
芳
満
ち

色
桜
桃
花
然
色
濃
り
て
桃
花
然
ゆ

と
一
寄
っ
て
い
て
、
桃
花
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
社
詩
の
花
も
桃
の

(
日
)

花
で
は
な
か
っ
た
か
。

容
参
(
七
七
?
1
七
六
九
)
の
「
高
冠
谷
口
招
鄭
郡
引
い

完
全
協
同
詩
』
一

0
0
)
に
は
、
夕
暮
れ
の
一
雨
の
中
、
燃
え
る
よ
う

に
咲
く
谷
間
の
花
が
揺
か
れ
る
。

綿
花
然
暮
雨
綿
花
暮
雨
に
然
え

揮
樹
燦
春
雷
同
揮
樹
春
雲
に
媛
か
な
り

割
問
揚
司
持
参
詩
集
筆
控
』
(
巴
萄
書
社
、
一
九
九
五
)
は
、
「
匂

一
言
雨
後
渓
花
紅
如
火
。
」
と
一
一
一
一
口
う
が
、
必
ず
し
も
「
雨
後
」
と
と
る

必
要
は
な
か
ろ
う
。
詩
題
に
一
言
う
谷
口
が
鄭
子
真
の
穏
れ
た
と
さ
れ

る
場
所
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
銭
起
「
暮
春
帰
故
山
草
堂
」
完
全
唐

詩
』
巻
二
一
一
一
九
)
に
、
「
谷
口
春
残
黄
鳥
稀
、
辛
夷
花
尽
杏
花
飛
」
(
谷

ぞ
こ

口
春
残
な
わ
れ
て
黄
鳥
稀
に
、
辛
夷
花
尽
き
て
者
花
飛
ぶ
)
と

一
一
一
一
向
う
か
ら
、
谷
口
に
は
様
々
な
花
、
が
咲
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
同

じ
く
寄
参
の
五
律
「
春
日
、
漉
泉
社
明
時
承
窓
五
品
宴
席
上
賦
詩
」

完
全
唐
詩
』
巻
二

O
O
)
に
は
次
の
よ
う
な
表
現
が
あ
る
。

車
問
抱
移
草
色
青
抱
草
色
を
移
し

朱
綬
奪
花
然
朱
綬
花
の
然
え
ん
と
す
る
を
奪
う

こ
の
勾
は
、
天
宝
十
三
載
(
七
五
回
)
二
月
、
五
品
宮
と
な
っ
た

社
明
府
が
、
以
前
の
緑
色
の
官
服
を
脱
い
で
青
い
宮
践
を
着
、
花
が

(
リ

H
〉

燃
え
立
つ
よ
う
な
朱
包
の
印
綬
を
侃
び
る
こ
と
を
一
詠
ず
る
。

韓
掲
(
天
宝
一
一
ニ
載
〈
七
五
回
〉
の
進
士
)
の
五
律
「
送
蒋
員
外

端
公
帰
準
南
」
(
『
全
庸
詩
』
一
四
回
)
に
は
次
の
よ
う
に
一
一
一
一
口
う
。

(75) 



光
風
千
日
媛
光
一
朗
千
日
媛
か
に

中
部
食
百
花
機
寒
食
百
花
燃
ゆ

寒
食
の
期
間
に
花
、
が
燃
え
る
よ
う
に
咲
く
と
い
う
描
写
は
、
慮
総

(
七
四
八
?
1
七
九
八
?
)
の
五
律
「
舟
中
寒
食
」
(
『
全
膚
詩
』
巻

二
八

O
)
に
も
見
え
て
い
る
。
こ
れ
も
引
い
て
お
こ
う
。

麟
鶏
沙
鳥
巽
鶏
を
麟
わ
し
て
沙
鳥
異
な
り

禁
火
山
岸
花
燃
火
を
禁
じ
て
岸
花
燃
ゆ

ど
ち
ら
の
詩
も
、
寒
食
に
は
火
食
を
し
な
い
の
だ
か
ら
火
気
は
な

い
は
ず
な
の
に
、
花
々
は
火
が
燃
え
る
よ
う
に
赤
い
と
い
う
の
で
あ

(お〉る
。
も
う
少
し
用
例
を
追
っ
て
み
よ
う
。

張
登
(
?
1
八

O
八
?
)
の
「
小
雪
日
、
戯
題
」
(
『
万
蕗
庸
人
絶

句
』
巻
二
六
、
明
全
庸
一
一
一
刑
』
巻
三
二
一
一
)
に
は
次
の
匂
が
あ
る
。

い
た
ず
ら

甲
子
徒
推
小
雪
天
甲
子
徒
に
推
す
小
雪
の
天

制
判
桶
繕
線
櫨
花
然
刺
桐
猫
お
緑
に
し
て
模
花
然
ゆ

料
網
は
、
と
べ
ら
、
と
び
ら
の
き
。
海
棉
花
、
山
英
蓉
と
も
一
言
う
。

構
花
は
、
む
く
げ
の
花
。
一
旬
は
、
立
冬
を
過
ぎ
て
小
雪
に
な
っ
て

も
常
緑
樹
で
あ
る
と
べ
ら
は
緑
を
保
っ
て
い
る
し
、
む
く
げ
の
花
も

燃
え
そ
う
に
赤
い
こ
と
を
一
一
一
日
う
。

韓
愈
(
七
六
八
1
八
二
回
)
の
「
詠
燈
花
、
間
侯
十

巻
一
一
一
凶
問
)
か
ら
欝
頭
部
分
を
引
こ
う
。

今
夕
知
侍
タ
今
夕
知
る
仰
の
夕
べ
ぞ

」
完
全
農

花
然
錦
張
中
花
は
然
ゆ
錦
娠
の
中

自
能
当
雪
媛
自
ず
か
ら
能
く
雪
に
当
っ
て
暖
か
し

な
ん

那
詩
待
春
紅
那
ぞ
誇
え
て
春
を
待
ち
て
絃
な
ら
ん

媛
花
は
灯
心
の
燃
え
残
り
が
花
の
形
に
臨
ま
っ
た
も
の
。
こ
れ
が

マ
き
る
と
縁
起
、
が
良
い
と
さ
れ
た
。
と
ば
り
の
中
で
花
、
が
燃
え
る
と

い
う
の
は
、
燈
花
が
さ
ま
ざ
な
色
彩
を
放
っ
て
い
る
こ
と
に
喰
え
て

い
る
。
明
白
隠
繋
先
生
集
』
巻
十
に
、
関
名
『
雪
浪
斎
日
記
h

、
が
、
「
此

詩
、
機
似
少
陵
J

(
此
の
詩
は
、
緩
め
て
少
陵
に
似
る
。
)
と
指
摘

す
る
の
を
引
く
が
、
こ
れ
は
杖
甫
の
五
律
「
独
酌
成
詩
い
(
『
詳
控
h

巻
五
)
の
起
聯
に
、
「
燈
花
何
太
喜
、
語
録
正
相
親
一
」
(
燈
花
に
何
ぞ

は
な
は
太
だ
喜
べ
る
、
酒
緑
に
し
て
正
に
棺
い
鶏
し
む
)
と
あ
る
こ
と
に
よ

る
の
で
あ
ろ
う
。

(76) 

劉
国
間
錫
(
七
七
二
1
八
四
二
)
の
「
韓
十
八
侍
御
克
示
岳
陽
楼
別

国
令
麗
和
、
一
一
車
一
以
自
述
、
故
足
成
六
十
二
韻
い
(
明
金
唐

に
は
、
第
七
十
九
句
・
八
十
勾
に
次
の
よ
う
に
あ

紅
袖
花
欲
然
紅
禎
花
然
、
え
ん
と
欲
し

銀
燈
議
相
似
銀
壕
接
相
い
似
た
り

韓
十
八
侍
御
は
韓
愈
の
こ
と
。
韓
愈
「
岳
問
問
楼
、
別
饗
奇
麗
」

(

『

に

付

さ

れ

た

原

注

に

、

「

費

痔

時

以

武

田

日

選
出
毘
山
陽
楼
作
J

時
に
武



き

微
雨
漉
不
滅
微
雨
漉
ぐ
も
滅
え
や
す

経
嵐
吹
欲
燃
軽
嵐
吹
い
て
燃
え
ん
と
欲
す

蛍
の
放
っ
光
が
機
え
そ
う
だ
と
い
う
表
現
は
斬
新
で
は
あ
る
が
、

先
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
梁
の
一
手
帝
・
蘇
緯
「
詠
蛍
火
」
(
間
金
梁
詩
h

巻
二
五
)
に
、
「
到
来
燈
下
培
、
翻
往
雨
中
然
」
(
燈
下
に
到
り
来
れ

ば
暗
く
、
瀦
っ
て
雨
中
に
詑
け
ば
然
え
ん
と
す
)
と
あ
る
の
に
基
ヴ

い
て
発
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
杜
甫
に
も
「
蛍
火
」
(
『
詳
詑
h

巻
七
)
と
い
う
五
品
一
一
口
組
句
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
類
似
し
た
描
写
は
な

間
関
の
幕
を
一
一
以
て
一
部
州
に
権
た
り
、
愈
江
陵
法
曹
に
移
ら
ん
と
し
、

道
岳
陽
機
に
出
で
て
作
る
。
)
と
あ
る
。
割
高
錫
の
誌
は
、
江
陵

で
こ
れ
に
和
し
た
も
の
で
あ
る
。
時
に
永
貞
元
年
(
八

O
笈
)
十
一

月
、
連
州
刺
史
か
ら
朗
州
司
馬
へ
と
選
さ
れ
る
途
中
で
あ
っ
た
。
こ

こ
に
引
い
た
二
句
は
、
送
別
の
宴
で
舞
う
妓
女
の
赤
い
袖
は
花
が
燃

え
る
よ
う
で
あ
り
、
銀
の
燭
台
の
燐
火
は
昼
間
の
よ
う
に
明
る
い
こ

とを一一一一口う。

辞
逢
(
会
農
元
年
〈
八
間
一
〉
の
進
士
)
の
「
錨
自
由
」
(
全
一
一
一

六
旬
。
円
全
窟
詩
』
巻
五
回
八
)
は
嘉
州
刺
史
と
し
て
弱
地
に
赴
任

し
た
こ
と
を
詠
ず
る
。
錨
臼
と
は
、
毛
抜
き
で
白
髪
を
抜
き
取
る
こ

と
。
引
用
部
分
は
一
長
安
を
旅
立
っ
た
際
の
情
景
を
述
べ
る
。

め
ぐ

長
安
六
月
s

鑑
賞
天
一
一
長
安
六
月
麗
天
を
一
日
…
る

池
塘
間
部
沸
林
欲
燃
池
壌
は
鼎
の
沸
く
が
ご
と
く
林
は
燃
え
ん

と
欲
す

池
塘
の
匂
は
、
長
安
の
残
暑
の
厳
し
さ
を
一
一
一
一
口
う
も
の
で
あ
り
、
林

の
花
が
燃
え
そ
う
で
あ
る
と
一
一
一
回
う
の
も
、
暑
さ
を
強
調
す
る
表
現
に

な
っ
て
い
る
の

威
通
の
十
哲
に
数
え
ら
れ
る
賠
訴
(
威
通
二
ニ
年
〈
八
七
二
〉
の

t
'
(
M
W
)
 

進
士
)
の
「
一
詠
蛍
」
(
『
全
庸
詩
』
巻
六
一
二
五
)
を
見
ょ
う
。

と
も

乱
飛
関
門
曳
火
乱
飛
し
て
向
に
火
を
曳
き

成
緊
却
無
燭
成
緊
し
て
却
っ
て
摺
無
し

一
「
山
青
」
に
つ
い
て
の
社
帯
以
前
の
用
制

(77) 

こ
こ
ま
で
「
花
欲
然
」
に
つ
い
て
晃
て
き
た
が
、
「
山
車
問
い
と
い
う
、

一
見
何
の
変
哲
も
な
さ
そ
う
な
描
写
も
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
先
例
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
六
朝
期
に
は
わ
ず
か
に
何
遜
(
間
八
二
7
1

五
二
二
)
の
「
登
石
頭
域
」
(
『
全
梁
詩
』
巻
八
)
に
、
「
天
暮
遠
山
育
、

撤
去
遥
沙
出
」
(
天
暮
れ
て
遠
山
青
く
、
潮
去
っ
て
遥
沙
出
づ
)
と

い
う
類
似
し
た
描
写
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
し
、
麿
代
に
入
っ
て
も
用

例
は
少
な
い
。
い
く
つ
か
の
例
を
引
い
て
み
よ
う
。

草
緑
山
無
露
首
十
は
緑
に
し
て
山
に
麗
無
し

山
車
問
楊
柳
春
山
は
脅
し
楊
柳
の
春

劉
希
夷
「
帰
山
」
(
明
全
農
詩
』
巻
八
二
)



や

後
雷
同
収
分
間
歓
候
雲
は
収
ま
っ
て
雨
歓
み

山
青
青
分
水
漉
援
山
は
青
青
と
し
て
水
濃
援
た
り

王
維
「
魚
山
神
女
一
刺
歌
、
一
送
神
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
一
二
五
)

山
青
遠
樹
滅
山
青
く
し
て
遠
樹
を
滅
し

水
線
無
寒
燦
水
緑
に
し
て
寒
煙
無
し

李
白
「
秋
登
巴
波
望
調
庭
」
(
『
全
壊
詩
』
巻
一
八

O
)

緩
由
来
曾
記

5
月
髪
臼
く
し
て
未
だ
曾
て
日
月
を
記
せ
ず

山
車
問
毎
到
識
春
時
山
青
く
し
て
到
る
毎
に
春
時
を
識
る

高
適
「
寄
宿
出
家
」
(
司
全
癒
詩
』
巻
二
一
一
二
)

社
南
自
身
は
「
山
車
問
」
と
い
う
表
現
を
「
絶
句
二
首
」
以
外
に
一

度
だ
け
用
い
て
い
る
。
最
娩
年
の
大
暦
五
年
(
七
七

O
)
、
揮
州
の

舟
中
で
の
作
「
小
寒
食
、
舟
中
作
」
(
『
詳
注
』
巻
二
一
ニ
)
の
末
聯
に

次
の
よ
う
雲
白
山
車
問
万
余
翌
雲
は
臼
く
山
は
青
し
万
余
虫

愁
一
番
菌
北
是
長
安
愁
え
て
看
る
直
一
北
は
是
れ
長
安

宋
・
拐
仔
司
漁
穏
叢
話
前
集
』
巻
六
と
宋
・
察
夢
弼
司
車
裳
詩
話
』

巻
上
は
沼
一
苅
実
主
討
一
般
』
を
引
い
て
、
こ
の
一
聯
が
沈
住
期
の
「
雪

白
山
青
千
万
里
、
幾
時
霊
謁
聖
明
君
」
(
雪
は
自
く
山
は
脅
し
千
万

里
、
幾
時
か
重
ね
て
袈
明
の
君
に
謁
せ
ん
)
と
い
う
句
を
踏
襲
す
る

と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
沈
住
期
の
「
遥
同
社
員
外
審
一
一
一
一
閃
過

嶺
」
(
明
全
勝
詩
h

巻
九
六
)
に
は
、
「
同
地
江
山
万
余
堅
、
何
時
霊

謁
翠
明
君
」
(
荷
地
江
山
万
余
襲
、
何
れ
の
時
か
重
ね
て
聖
明

の
君
に
謁
せ
ん
)
と
い
う
類
似
し
た
匂
が
あ
る
も
の
の
、
問
問
じ
句
法

沈
金
期
の
詩
に
は
見
出
せ
な
い
。
つ
ま
り
、
「
山
青
」
と
い
う
表
現

も
あ
り
き
た
り
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
「
小
寒

食
、
舟
中
作
」
に
却
し
て
言
え
ば
、
白
い
雲
が
浮
か
び
、
青
い
山
が

横
た
わ
っ
て
い
る
と
い
う
描
写
は
、
そ
の
ま
ま
郷
壁
、
ノ
あ
る
い
は
長

安
や
洛
陽
と
の
無
線
の
距
離
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ノ
し
た

が
っ
て
杖
甫
が
「
山
膏
花
欲
燃
」
と
一
一
一
一
口
っ
た
時
に
は
、
そ
の
山
は
郷

里
と
自
分
の
現
在
の
居
所
と
を
縞
て
て
い
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
認

識
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

(78) 

宋
・
…
土
概
『
野
客
叢
量
一
間
』
巻
十
九
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

沈
約
詩
、
山
桜
花
欲
燃
、
社
詩
、
山
膏
花
欲
燃
、
社
詩
合
古

人
之
意
、
往
往
若
此
、
控
所
不
問
。

沈
約
の
詩
に
、
山
桜
花
燃
え
ん
と
欲
す
と
、
社
詩
に
、
山

青
く
し
て
花
撚
え
ん
と
欲
す
と
、
社
詩
の
吉
人
の
意
に
合
う
こ

と
、
ハ
任
往
に
し
て
此
の
若
し
、
詑
の
開
聞
か
ざ
る
所
。

王
機
の
指
摘
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
確
か
に
杜
甫
の
詩
は
沈
約

「
平
発
定
出
」
を
踏
ま
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
表

現
の
系
譜
を
た
ど
る
な
ら
ば
、
沈
約
か
ら
演
信
へ
、
さ
ら
に
初
膚
期



の
張
九
齢
・
宋
之
問
を
経
て
王
維
に
一
金
り
、
そ
し
て
ま
た
李
白
か
ら

社
帯
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
「
花
欲
然
」
と
い
う
描
写
は
杜
南
の
独
創
に
な
る
も

の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
沈
約
の
句
は
、
山
桜
と
い
う
花
の
撞
類
を

記
す
た
め
に
、
燃
え
る
と
い
う
赤
色
の
表
現
と
震
被
す
る
き
ら
い
が

あ
る
。
対
句
と
し
て
の
臼
と
燃
(
赤
・
紅
)
と
い
う
対
比
、
さ
ら
に

一
旬
中
の
脅
と
燃
と
の
対
比
、
こ
の
色
彩
感
に
あ
ふ
れ
る
対
比
こ
そ

が
杖
甫
の
創
見
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
勾
は
単
な
る
春
の
讃
歌

に
終
わ
ら
ず
、
転
句
、
そ
し
て
結
句
に
い
た
り
、
い
わ
ば
意
外
性
を

も
っ
て
痛
切
な
し
唱
郷
の
念
へ
と
展
開
す
る
、
社
荷
な
ら
で
は
の
表
現

と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
蔚
代
以
降
も
「
花
欲
燃
」
と
い
う
表
現
は
し
ば
し
ば
晃
ら
れ

る
。
い
く
つ
か
の
例
を
引
い
て
お
こ
う
。

北
宋
の
彰
汝
橋
(
一

O
昭一一

1
一一

O
二
)
の
「
察
院
学
士
灸
嫡

連
日
戯
作
部
勾
」
(
司
都
陽
集
』
巻
こ
に
は
、
次
の
匂
が
あ
る
。

三
月
人
家
花
欲
燃
一
一
一
月
人
家
花
燃
え
ん
と
欲
し

組
問
春
水
晶
〕
碧
於
天
楊
春
水
色
天
よ
り
碧
な
り

花
に
碧
を
配
す
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
社
詩
を
念
頭
に
置
い
て
い

る
可
能
性
が
高
い
。

北
宋
か
ら
陪
宋
初
期
に
か
け
て
の
人
、
黄
公
度
士
一

O
九
1
一

一
五
六
)
の
「
送
棟
応
求
赴
宮
」
(
司
知
稼
翁
集
』
巻
上
)
に
も
次
の

句
が
見
ら
れ
る
令

刺
楠
古
城
花
欲
燃
刺
桐
の
古
城
ノ
花
燃
え
ん
と
欲
し

出
遊
人
物
惣
故
然
出
遊
の
人
物
想
う
こ
と
依
然
た
り

こ
の
句
は
先
に
見
た
張
登
「
小
一
宮
日
、
戯
題
」
を
踏
ま
え
る
か
も

し
れ
な
い
。

明
代
に
入
っ
て
も
用
例
は
見
ら
れ
る
が
、
明
・
沈
季
友
撰
『
惜
別
李

詩
繋
b

巻
十
一
に
は
、
正
徳
年
間
(
一
五

O
ムハ
i
一
五
二
一
)
の
人

で
あ
る
沈
妬
(
紫
械
山
人
)
の
「
秋
日
向
孫
太
初
・
輩
子
一
一
一
一
悶
・
練
用

明
・
増
雪
江
散
歩
湖
上
、
以
老
杜
山
青
花
欲
然
分
韻
、
得
然
字
」

と
も

(
秋
日
孫
太
初
・
筆
一
子
ニ
一
一
?
陳
用
明
・
僧
一
均
一
日
江
と
向
に
湖
上
を
散

歩
し
、
老
杜
の
山
背
く
し
て
花
然
え
ん
と
欲
す
を
以
て
韻
を
分
か
ち
、

然
の
字
を
得
た
り
)
と
い
う
五
ニ
一
一
口
律
詩
、
が
あ
り
、
詩
題
の
と
お
り
、

末
聯
に
然
を
韻
字
と
し
て
用
い
、
次
の
よ
う
に
詠
ず
る
。

選
留
不
知
晩
遅
留
し
て
娩
を
知
ら
ず

疎
樹
一
~
燈
然
疎
樹
一
燈
然
ゆ

こ
の
こ
と
は
明
代
に
至
っ
て
も
杜
甫
「
絶
句
二
普
」
の
「
山
青
く

し
て
花
然
え
ん
と
欲
す
」
と
い
う
匂
が
好
尚
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た

証
拠
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

(79) 

注
(
1
)

『
御
選
膚
詩
句
巻
二
六
は
二
篇
に
分
け
、
〈
葉
一
〉
を
「
絶
句
」
、
〈
其
一
一
〉



を
「
客
中
作
」
と
題
し
、
吾
川
首
庸
人
絶
句
』
巻
一
一
は
、
「
絶
句
十
一

の
〈
其
…
一
…
〉
と
す
る
な
ど
の
異
同
が
あ
る
。
ま
た
、
承
匂
を
「
花
欲
然
」

に
作
る
諸
本
も
あ
る
勺

(
2
)
引
用
は
寓
寿
孫
遊
説
『
千
首
鹿
人
絶
句
』
(
と
海
在
籍
出
版
社
、

一
九
八
五
)
に
よ
っ
た
。

(3)
河
出
文
庫
、
一
九
五
五
、
六
版
。

(
4
〕
学
燈
文
庫
、
一
九
八
八
、
五
版
。

(5)
『
御
選
磨
詩
』
も
こ
の
二
篇
の
批
討
を
山
内
拠
と
し
て
引
く
。

(
6
)
湯
恵
休
に
つ
い
て
は
『
宋
書
』
巻
七
一
に
わ
ず
か
な
記
述
が
残
さ
れ

る
の
み
で
あ
る
。
仏
門
仁
入
っ
た
が
、
劉
宋
の
孝
武
帝
(
寂
位
四
五
一
一
…

1
間
一
六
回
)
に
還
俗
を
命
じ
ら
れ
、
官
は
揚
州
従
事
史
に
五
っ
た
。

(
7
)
そ
の
後
、
例
え
ば
蘇
舜
欽
(
一

O
O八
i
)
O四
八
)
の
「
秀
州
城

外
九
思
有
竹
樹
小
橋
、
子
十
八
年
前
、
与
友
人
解
晦
叔
飲
判
別
於
此
、
ム
マ

過
之
、
景
物
扱
然
而
解
生
日
亡
、
悲
歎
不
足
、
復
成
小
詩
」
(
『
蘇
学
士

文
集
』
巻
七
)
に
、
「
者
地
盤
土
侍
応
化
、
我
逐
風
波
心
欲
燃
」
(
君

擦
土
に
組
む
れ
ば
問
符
応
に
化
す
べ
し
、
我
風
波
を
逐
い
て
心
機
え
ん

と
欲
す
)
と
あ
る
の
友
人
の
死
を
悲
嘆
し
て
、
心
が
燃
え
そ
う
に
痛
む

と
い
う
の
で
あ
る
。

(
8
)
明
太
平
広
記
』
巻
一
九
八
、
「
抜
約
」
の
条
に
も
『
談
議
h

を
出
山
内
と

し
て
引
か
れ
る
が
、
末
尾
を
「
約
出
、
我
始
欲
然
、
知
己
印
詑
。
」
に
作

っ
て
い
る
。

(9)
呉
尚
野
の
詩
は
こ
の
一
首
だ
け
し
か
残
ら
ず
、
事
跡
に
つ
い
て
は
不

治
十
。

(mw)

劉
腿
(
四
六
六

?
1
五……

の
『
文
心
離
龍
』
均
一
勺
飾
一
一
一
七
に
は

次
の
一
節
が
あ
る
。

歪
如
気
貌
山
海
、
体
勢
宮
殿
、
嵯
峨
掲
業
ゼ
調
府
耀
娘
細
胞
ト
之
状
、
光

采
犠
樺
寵
欲
然
、
斉
貌
笈
定
其
将
動
車
〈
。

か
た
ど

気
の
山
揮
を
貌
り
、
体
の
宮
穀
を
勢
し
、
嵯
峨
掲
業
、
増
耀

壌
慢
の
状
の
如
き
に
五
つ
て
は
、
光
来
は
嬉
壊
と
し
て
然
え
ん
と
欲

し
、
声
貌
は
麗
麗
と
し
て
其
れ
将
に
動
か
ん
と
す
。

こ
れ
は
出
や
海
、
宮
殿
な
ど
を
描
写
し
た
漢
代
の
斌
が
誇
張
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
す
ぐ
れ
た
描
写
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で

あ
る
。

(
日
)
羅
毅
明
張
九
齢
詩
文
選
知
(
成
東
人
民
出
販
社
、
…
九
九
四
)
は
ち
「
万

木
二
旬
、
万
木
逢
春
、
抽
出
的
新
枝
都
柔
軟
得
可
以
打
結
、
援
山
的
花

栄
繁
盛
得
像
要
燃
境
一
様
。
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
、
「
敷
、
敷
栄
。
開
花

的
意
思
J

と
一
一
一
一
問
、
っ
。
こ
れ
に
対
し
て
『
張
九
齢
築
校
校
』
は
、
「
敷
、
都
、

全
J

と
一
寄
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
従
っ
た
。

(
ロ
)
た
だ
し
、
社
甫
が
一
旬
中
に
対
比
的
に
用
い
て
い
る
青
と
自
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
を
対
に
す
る
王
維
の
詩
の
関
誌
多
い
。
向
例
か
挙
げ
て
お

/
¥
 

(80) 

青
草
粛
援
被
資
事

白
一
中
山
皆
、
移
禦
羅
臼
一
明
日
開

「
林
関
那
事
、

者
菰
臨
水
的
問
斉
蔀

自
鳥
向
山
翻
白
鳥

山
臨
青
塞
断

援
披
に
粛
た
り

翠
嶺
に
移
る

茎
悶
弟
紘
」
完
全
唐
詩
』
巻

水
に
瞭
ん
で
映
じ

山
に
向
か
っ
て
翻
る

吋
全
勝
詩
』
巻
二
一
六
)

山
法
書
議
に
臨
ん
で
断
え

五
)



江
向
自
霊
平
江
は
白
雲
に
向
か
っ
て
平
ら
か
な
り

「
送
峰
秀
字
選
掛
」
(
向
前
)

日
雲
迦
胡
競
合
向
指
一
試
望
を
廻
ら
せ
ば
合
し

青
一
編
入
一
番
無
青
瀦
蕎
に
入
り
て
無
し

「
終
間
山
」
(
『
全
農
詩
』
巻
一
一
一
六
)

(
日
)
高
木
正
一
同
唐
詩
選
一
ト
』
(
朝
日
新
開
社
、
一
九
六
六
)
は
、
「
;

火
の
も
え
た
つ
よ
う
に
赤
く
咲
き
ほ
こ
る
花
を
配
し
た
。
そ
の
花
は
、

お
そ
ら
く
桃
の
花
だ
ろ
う
J

と
言
う
。

(M)
朱
綬
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
銭
起
「
送
河
間
際
少
府
」
(
司
全
皆
川
詩
』

巻
a

一
二
一
九
)
に
、
「
雲
間
際
生
美
立
奇
、
鋭
意
朱
綬
Mm金
輯
」
(
雲
間
の

臨
生
奨
に
し
て
立
つ
奇
な
り
、
銀
章
の
朱
綬
金
織
に
川
町
ゆ
)
と
あ
る
合

し
か
し
、
劉
関
揚
『
ヰ
参
詩
集
議
日
夜
』
は
、
五
品
慣
は
黒
綬
と
い
う
規

定
な
の
で
、
朱
綬
は
朱
紋
の
誤
り
で
あ
る
と
す
る
の

(
日
)
間
様
の
発
想
で
詠
じ
ら
れ
た
詩
に
、
林
遇
(
九
六
七
1

…
O
二
八
)

の
七
純
「
山
中
寒
食
」
(
『
林
和
講
集
』
巻
間
)
、
が
あ
り
、
「
中
林
不
足
止
不

禁
火
、
其
奈
山
根
発
欲
然
」
(
中
林
間
定
れ
火
を
禁
ぜ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ

ひ

ら

い

か

ん

る
に
、
英
れ
山
桜
の
発
き
て
然
え
ん
と
欲
す
る
を
奈
せ
ん
)
と
言
、
え

た
だ
し
、
蒲
積
中
撰

F
成
時
雑
誌
』
巻
一
三
は
こ
の
詩
を
、
劉
鋳
の

「
山
中
寒
食
一
一
首
」
〈
其
一
一
〉
と
し
て
収
録
す
る
。

(
M
W
)

司
協
同
詩
紀
事
』
巻
七
七
と
『
全
庸
詩
』
巻
八
四
九
は
抱
黙
、
も
し
く
は

僧
地
黙
の
詩
と
し
、
句
文
苑
英
華
』
巻
一
一
二
一
九
、
『
傾
文
斎
一
詠
物
詩
選
』

巻
間
八
二
は
閥
解
の
詩
と
す
る
。

(:81) 

(
北
海
道
教
背
大
学
札
幌
校
)


